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凡
　
例

一�

、
本
稿
は
、『
古
今
和
歌
六
帖
』所
載
の
和
歌
に
つ
い
て
、
考
証
の
結
果
、
出
典
の

見
出
せ
な
か
っ
た
歌
に
つ
い
て
注
釈
を
加
え
る
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
八
首
を

収
め
た
。

二�

、
歌
番
号
は
、『
新
編
国
歌
大
観
』
の
通
し
番
号
を
用
い
、
歌
題
を
（　

）
を
付
し

て
記
す
。

三
、
底
本
は
、『
新
編
国
歌
大
観
』
と
同
じ
く
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
桂
宮
本
と
す
る
。

四�

、
本
文
は
、
歴
史
的
仮
名
遣
い
に
統
一
す
る
。踊
り
字
を
解
消
し
て
当
該
の
文
字
に

改
め
、
底
本
の
表
記
を
（　

）
に
入
れ
て
傍
記
す
る
。
ま
た
、
私
見
に
よ
っ
て
濁

点
を
付
す
。
さ
ら
に
、
送
り
仮
名
な
ど
、
底
本
に
な
い
文
字
を
補
っ
た
場
合
に
は
、

本
文
の
右
に
「
・
」
を
付
す
。
た
だ
し
、
漢
字
仮
名
の
区
別
は
底
本
の
ま
ま
と
す
る
。

五�

、
校
異
は
、
漢
字
・
仮
名
の
表
記
の
違
い
や
仮
名
遣
い
の
相
違
は
示
さ
ず
、
語
の

異
な
り
の
み
を
示
す
。
諸
本
と
そ
の
略
称
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　

○
永
青
文
庫
蔵
北
岡
文
庫
本　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

略
称
（
永
）

　
　

○
島
原
図
書
館
蔵
肥
前
嶋
原
松
平
文
庫
本　
　
　
　
　
　

略
称
（
松
）

　
　

○
内
閣
文
庫
蔵
和
学
講
談
所
旧
蔵
本　
　
　
　
　
　
　
　

略
称
（
和
）

　
　

○
内
閣
文
庫
蔵
林
羅
山
旧
蔵
本　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

略
称
（
羅
）

　
　

○
神
宮
文
庫
蔵
林
崎
文
庫
旧
蔵
本　
　
　
　
　
　
　
　
　

略
称
（
林
）

　
　

○
神
宮
文
庫
蔵
宮
崎
文
庫
旧
蔵
本　
　
　
　
　
　
　
　
　

略
称
（
宮
）

　
　

○
田
林
義
信
氏
旧
蔵
本　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

略
称
（
田
）

　
　

○
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
図
書
館
蔵
黒
川
本　
　

略
称
（
黒
）

　
　

○
寛
文
九
年
版
本　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

略
称
（
寛
）

な
お
、
諸
本
本
文
は
、
主
と
し
て
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
の
マ
イ
ク
ロ
・
紙
焼
き

研
究
ノ
ー
ト

　
　
　『
古
今
和
歌
六
帖
』
出
典
未
詳
歌
注
釈
稿
―
第
六
帖
（
20
）
千
鳥
～
烏
―

福
　
田
　
智
　
子

　
『
古
今
和
歌
六
帖
』
は
、約
四
千
五
百
首
の
歌
を
、二
十
五
項
目
、五
百
十
七
題
に
分
類
し
た
類
題
和
歌
集
で
あ
る
。
収
載
歌
に
は
、『
万
葉
集
』『
古
今
集
』『
後
撰
集
』

な
ど
、
出
典
の
明
ら
か
な
歌
も
あ
る
一
方
、
現
在
で
は
出
典
未
詳
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
歌
も
あ
る
。
本
稿
で
は
、「
千
鳥
」
か
ら
「
烏
」
ま
で
の
題
に
配
さ
れ
て
い

る
出
典
未
詳
歌
、
八
首
に
つ
い
て
注
釈
を
施
す
。

（
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）



一
六

『
古
今
和
歌
六
帖
』
出
典
未
詳
歌
注
釈
稿
―
第
六
帖
（
20
）
千
鳥
～
烏
―

資
料
に
拠
っ
た
が
、
次
の
三
本
に
つ
い
て
は
個
々
の
資
料
に
拠
っ
た
。

　
　
（
永
）�

細
川
家
永
青
文
庫
叢
刊
３
『
古
今
和
謌
六
帖
（
下
）』（
汲
古
書
院
、
昭

和
五
十
八
年
一
月
）
所
収
の
影
印

　
　
（
松
）
島
原
図
書
館
蔵
肥
前
島
原
松
平
文
庫
所
蔵
の
原
本
お
よ
び
紙
焼
き
資
料

　
　
（
寛
）
架
蔵
本

六�

、
他
出
に
は
、『
古
今
和
歌
六
帖
』か
ら
の
引
用
と
思
わ
れ
る
歌
に
つ
い
て
、
歌
集

の
名
称（『
新
編
国
歌
大
観
』
の
目
次
に
拠
る
）、
巻
数
、
部
立
、
歌
番
号
、
歌
題
、

詞
書
、
作
者
名
、
歌
本
文
、
左
注
を
順
に
示
す
。

七�

、
考
察
中
の
和
歌
の
引
用
は
、
と
く
に
断
ら
な
い
限
り
、『
新
編
国
歌
大
観
』に
拠

る
。
引
用
形
式
は
、
原
則
と
し
て
、「
和
歌
本
文
」（
歌
集
名
・
部
立
・
歌
番
号
・

作
者
名
・
詞
書
）
と
す
る
。『
万
葉
集
』
の
番
号
は
、
新
・
旧
の
順
で
表
記
し
、

本
文
に
は
適
宜
漢
字
を
当
て
る
。
な
お
、
必
要
に
応
じ
て
、
歌
集
名
に
底
本
の
名

称
を
冠
す
る
こ
と
も
あ
る
。

八�

、
巻
末
に
は
、
千
鳥
～
烏
題
の
歌
（
四
四
五
四
～
四
四
七
九
番
）
の
別
出
歌
一
覧

を
付
す
。

　
　
注
釈

四
四
五
四
（
千
ど
り
）

【
本
文
】

　
　

�

み
山
に
は
く
も
ゐ
た
な
び
き
明
け（・）に
け
り
川
の
せ
ご
と
に
ち
ど
り
し
ば
鳴
く（・）

【
校
異
】
な
し

【
語
釈
】
○
み
山　
「
み
」
は
美
称
の
接
頭
辞
。　

○
ち
ど
り　

チ
ド
リ
科
の
鳥
の
総

称
。
当
該
歌
の
よ
う
に
、
朝
鳴
く
声
が
し
ば
し
ば
和
歌
に
詠
ま
れ
る
。『
古
今
六
帖
』

に
お
け
る
千
鳥
題
は
、
第
三
帖
（
一
九
二
八
～
一
九
三
三
番
）
に
も
あ
り
、
全
六
首

の
う
ち
、
一
九
二
八
・
一
九
二
九
・
一
九
三
一
・
一
九
三
三
番
の
計
四
首
が
出
典
未
詳

歌
と
見
ら
れ
る
。　

○
し
ば
鳴
く　

し
き
り
に
鳴
く
。
絶
え
間
な
く
鳴
く
。

【
通
釈
】

　
　

�

山
に
は
雲
が
棚
引
き
、
夜
が
明
け
た
よ
。
そ
う
い
え
ば
、
川
の
ど
の
瀬
に
も
、

千
鳥
が
し
き
り
に
鳴
い
て
い
る
よ
。

【
他
出
】
な
し

【
考
察
】

　
『
万
葉
集
』
の
長
歌
、「
あ
し
ひ
き
の　

み
山
も
さ
や
に　

落
ち
激
つ　

吉
野
の
川

の　

川
の
瀬
の　

清
き
を
見
れ
ば　

上
辺
に
は　

千
鳥
し
ば
鳴
く　

…
…
」（
巻
六
・

九
二
五
・
九
二
〇
）
に
、「
み
山
」「
川
の
せ
」「
ち
ど
り
し
ば
鳴
く
」
と
い
っ
た
語
句

が
共
通
し
、
情
景
に
も
相
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。

　

中
で
も
「
ち
ど
り
し
ば
鳴
く
」
と
い
う
表
現
は
、
万
葉
歌
に
他
に
も
、「
ぬ
ば

た
ま
の
夜
の
ふ
け
行
け
ば
久
木
生
ふ
る
清
き
川
原
に
千
鳥
し
ば
鳴
く
」（
万
葉
集
・

巻
六
・
九
三
〇
・
九
二
五
）、「
明
け
ぬ
べ
く
千
鳥
し
ば
鳴
く
白
た
へ
の
君
が
手
枕
い

ま
だ
飽
か
な
く
に
」（
万
葉
集
・
巻
十
一
・
二
八
一
八
・
二
八
〇
七
）、「
我
が
門
に

千
鳥
し
ば
鳴
く
起
き
よ
起
き
よ
我
が
一
夜
づ
ま
人
に
知
ら
ゆ
な
」（
万
葉
集
・
巻

十
六
・
三
八
九
五
・
三
八
七
三
）
と
い
う
例
が
あ
る
。
平
安
期
に
は
「
む
ば
た
ま
の

よ
や
ふ
け
ぬ
ら
む
は
ら
へ
ど
の
か（マ
マ
）はさ
り
さ
に
ち
ど
り
し
ば
な
く
」（
躬
恒
集
・

二
七
〇
）
と
い
っ
た
歌
が
見
え
、『
古
今
六
帖
』
に
も
「
大
井
川
心
し
が
ら
み
か
み

し
も
に
ち
ど
り
し
ば
鳴
く
夜
ぞ
ふ
け
に
け
る
」（
第
三
・
一
六
三
四
・
し
が
ら
み
）
と

い
う
歌
が
あ
る
が
、
用
例
数
と
し
て
は
多
く
な
い
。

　

ま
た
、「
く
も
ゐ
た
な
び
く
」
と
い
う
表
現
も
、「
香
具
山
に
雲
居
た
な
び
き
お
ほ

ほ
し
く
相
見
し
児
ら
を
後
恋
ひ
む
か
も
」（
万
葉
集
・
巻
十
一
・
二
四
五
三
・
二
四
四
九
）

（
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一
七

の
他
、『
万
葉
集
』
に
集
中
し
て
見
ら
れ
る
。

　
『
万
葉
集
』
の
現
存
諸
本
に
お
い
て
は
、
当
該
歌
の
出
典
と
な
る
和
歌
を
未
だ
特

定
し
得
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
万
葉
歌
の
表
現
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
一
首
の
和
歌
に
ま

と
め
ら
れ
た
可
能
性
は
あ
ろ
う
。

　

な
お
、「
み
山
」
に
「
た
な
び
く
」「
く
も
」
は
、
平
安
期
に
お
い
て
も
、「
し
ら

く
も
の
た
な
び
き
に
け
る
み
や
ま
に
は
て
る
月
影
も
よ
そ
に
こ
そ
き
け
」（
伊
勢
集
・

二
四
五
）
と
い
っ
た
例
を
見
出
す
。

　
「
川
の
せ
ご
と
に
」
と
い
う
句
は
、『
万
葉
集
』
で
は
、「
…
…
み
吉
野
の　

真
木

立
つ
山
ゆ　

見
下
ろ
せ
ば　

川
の
瀬
ご
と
に　

明
け
来
れ
ば　

朝
霧
立
ち　

夕
さ
れ

ば　

か
は
づ
鳴
く
な
へ
…
…
」（
万
葉
集
・
巻
六
・
九
一
八
・
九
一
三
）
と
い
っ
た
自

然
の
情
景
を
詠
む
こ
と
も
あ
る
が
、
平
安
期
に
入
る
と
、「
お
ほ
ぬ
さ
の
川
の
せ
ご

と
に
な
が
れ
て
も
千
年
の
夏
は
な
つ
ば
ら
へ
せ
ん
」（
貫
之
集
・
一
三
二
・
六
月
ば
ら

へ
）、「
み
そ
ぎ
す
る
か
は
の
せ
ご
と
に
ひ
く
あ
み
を
お
ほ
ぬ
さ
な
り
と
人
や
み
る
ら

ん
」（
能
宣
集
・
八
七
・
六
月
、
か
は
づ
ら
に
は
ら
へ
す
る
所
、
あ
み
ひ
き
、
う
な
ど

か
ふ
）
な
ど
、
水
無
月
祓
の
場
面
で
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
点
に
お
い
て

も
、
当
該
歌
は
、『
万
葉
集
』
の
詠
み
ぶ
り
に
近
い
と
言
え
よ
う
。

四
四
五
六
（
千
ど
り
）

【
本
文
】

　
　

�

お
ほ
空
に
わ
た
る
千
鳥
の
我
な
ら
ば
お
（
を
）ふ
の
わ
た
り
を
い
か
に
な
か
ま
し

【
校
異
】
○
を
ふ
―
お
ふ
（
松
・
羅
・
田
）
を本
ふ
（
寛
）

【
語
釈
】
○
お
ふ
の
わ
た
り　

未
詳
。「
わ
た
り
」
を
辺
り
と
解
す
る
と
、
出
雲
国
の

「
飫
宇
の
海
」
の
辺
り
か
。
な
お
、
地
名
「
お
ふ
」
に
は
、
掛
詞
と
な
る
語
を
指
摘

す
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
判
然
と
し
な
い
。
仮
名
遣
い
の
揺
れ
を
考
慮
し
て
、「
生
ふ
」

「
負
ふ
」「
追
ふ
」
な
ど
が
想
定
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
千
鳥
が
群
れ
を
成
し
て
飛
ぶ

こ
と
か
ら
、
他
の
千
鳥
た
ち
を
「
追
ふ
」（
後
か
ら
追
い
か
け
る
）
意
と
解
し
た
。

後
考
を
俟
つ
。　

○
い
か
に
な
か
ま
し　
「
ま
し
」
は
、
疑
問
詞
「
い
か
に
」
と
呼

応
し
て
、
実
行
を
迷
う
意
を
表
す
。

【
通
釈
】

　
　

�

大
空
を
飛
び
渡
る
千
鳥
が
、
も
し
私
だ
っ
た
ら
、「
お
ふ
」
の
辺
り
を
、
仲
間

を
追
い
か
け
て
、
ど
の
よ
う
に
鳴
い
て
飛
ん
で
い
こ
う
か
。

【
他
出
】
な
し

【
考
察
】

　
「
お
ほ
空
に
わ
た
る
千
鳥
」
の
類
想
は
、「
あ
ま
の
は
ら
わ
た
る
千
ど
り
の
は
ね
た

ゆ
み
き
し
を
か
は
と
も
み
て
か
へ
る
か
な
」（
重
之
集
・
一
八
三
・
あ
る
や
む
ご
と

な
き
と
こ
ろ
に
め
せ
ば
ま
ゐ
り
た
り
、
昔
に
な
ら
ひ
て
お
ま
へ
に
い
で
た
れ
ば
、
な

に
ご
と
も
な
く
て
か
へ
さ
る
る
に
つ
け
て
き
こ
ゆ
）と
い
う
歌
に
も
見
出
せ
る
。『
重

之
集
』
歌
の
場
合
も
、
千
鳥
は
、
貴
顕
に
召
さ
れ
た
も
の
の
、
そ
の
ま
ま
帰
さ
れ
て

し
ま
っ
た
作
者
自
身
で
あ
り
、
ほ
ん
の
小
さ
な
、
心
細
い
存
在
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ

は
、
当
該
歌
に
通
じ
る
も
の
が
あ
ろ
う
か
。

　
「
我
な
ら
ば
」
と
い
う
句
を
第
三
句
に
置
く
歌
と
し
て
は
、「
う
た
が
た
も
言

ひ
つ
つ
も
あ
る
か
我
な
ら
ば
地
に
は
落
ち
ず
空
に
消
な
ま
し
」（
万
葉
集
・
巻

十
二
・
二
九
〇
八
・
二
八
九
六
）、
と
い
う
万
葉
歌
の
他
、「
は
な
の
う
へ
に
ち
り
く
る

ゆ
き
の
我
な
ら
ば
い
か
に
う
れ
し
き
い
の
ち
な
ら
ま
し
」（
重
之
集
・
七
三
・
正
月

ば
か
り
に
、
む
め
の
は
な
に
ゆ
き
の
ふ
り
か
か
り
た
る
を
、
よ
の
う
き
事
を
お
も
ふ

こ
ろ
に
て
）、「
た
か
さ
ご
の
を
の
へ
の
ま
つ
の
わ
れ
な
ら
ば
よ
そ
に
て
の
み
は
た
て

ら
ざ
ら
ま
し
」（
重
之
集
・
一
一
三
・
う
ら
み
十
）
な
ど
が
見
え
る
。「
ま
し
」
と
と

も
に
用
い
ら
れ
る
歌
も
少
な
く
な
く
、
他
の
も
の
に
託
し
て
「
我
」
の
心
情
を
述
べ

（
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一
八

『
古
今
和
歌
六
帖
』
出
典
未
詳
歌
注
釈
稿
―
第
六
帖
（
20
）
千
鳥
～
烏
―

る
表
現
で
あ
る
。
ま
た
、『
重
之
集
』
の
二
首
は
、
体
言
に
助
詞
「
の
」
が
付
き
、「
我

な
ら
ば
」
と
続
く
と
い
う
構
造
が
一
致
し
て
い
る
。

　
「
お
ふ
の
わ
た
り
」
は
、
未
詳
で
は
あ
る
が
、「
飫
宇
（
お
う
）
の
海
の
川

原
の
千
鳥
汝
が
鳴
け
ば
我
が
佐
保
川
の
思
ほ
ゆ
ら
く
に
」（
万
葉
集
・
巻
三
・

三
七
四
・
三
七
一
・
出
雲
守
門
部
王
、
京
を
思
ふ
歌
一
首
）
と
い
う
歌
に
見
え
る
、

出
雲
国
に
あ
る
「
飫
宇
の
海
」
は
、
千
鳥
と
と
も
に
詠
ま
れ
て
い
る
点
、
当
該
歌
と

の
関
連
性
が
指
摘
で
き
よ
う
。
ま
た
、「
を
ふ
の
う
ら
に
か
た
え
さ
し
お
ほ
ひ
な
る

な
し
の
な
り
も
な
ら
ず
も
ね
て
か
た
ら
は
む
」（
古
今
集
・
東
歌
・
一
〇
九
九
・
伊

勢
う
た
）
の
「
を
ふ
の
う
ら
」
も
、
千
鳥
は
詠
ま
れ
な
い
が
、
参
考
に
な
る
か
。

四
四
五
八
（
千
ど
り
）

【
本
文
】

　
　

�

山
川
の
い
し
ま
が
く
れ
に
す
む
千
ど
り
人
し
れ
ね
ば
や
こ
ゑ
の
き
こ
え
ぬ

【
校
異
】
○
い
し
ま
か
く
れ
―
岩
間
か
く
れ
（
黒
）　

○
人
し
れ
ね
は
や
―
人
し
ら
ね

は
や
（
宮
）

【
語
釈
】
○
山
川　

山
の
中
を
流
れ
る
川
。　

○
い
し
ま　

石
や
岩
の
間
。　

○
人

し
れ
ね
ば
や　
「
人
し
れ
ず
」
は
、
人
目
に
つ
か
な
い
よ
う
に
、
ひ
そ
か
に
、
の
意
。

「
ね
」
は
打
消
「
ず
」
の
已
然
形
で
、
接
続
助
詞
「
ば
」
が
付
い
て
、
順
接
確
定
条

件
を
表
す
。「
や
」
は
疑
問
。

【
通
釈
】

　
　

�

山
中
を
流
れ
る
川
の
、
石
の
間
に
隠
れ
て
棲
む
千
鳥
は
、
人
に
知
ら
れ
な
い
か

ら
か
、
声
が
聞
こ
え
な
い
。

【
他
出
】

『
夫
木
和
歌
抄
』
巻
第
十
七
冬
部
二
、六
七
五
一
番

　
　
　
　

題
不
知
、
六
六　

読
人
不
知

　
　

山
河
の
い
は
ま
が
く
れ
に
な
く
ち
ど
り
人
し
れ
ね
ば
や
こ
ゑ
の
き
こ
え
ぬ

『
和
歌
童
蒙
抄
』
第
八
鳥
部
、
七
五
四
番

　
　

�

や
ま
が
は
の
い
し
ま
が
く
れ
に
す
む
ち
ど
り
ひ
と
し
れ
ね
ば
や
こ
ゑ
の
き
こ
え
ぬ

【
考
察
】

　

千
鳥
は
、
そ
の
鳴
き
声
を
和
歌
に
詠
ま
れ
る
こ
と
が
多
い
鳥
で
あ
る
が
、
石
の
間

に
隠
れ
て
姿
を
見
せ
な
い
千
鳥
は
、
そ
の
存
在
を
人
間
に
知
ら
れ
な
い
こ
と
を
不
満

に
思
い
、
鳴
き
も
し
な
い
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

　
「
山
川
」
の
「
い
し
ま
」
は
、「
山
が
は
の
い
し
ま
を
わ
け
て
行
く
水
は
ふ
か
き
心

も
あ
ら
じ
と
ぞ
お
も
ふ
」（
人
丸
集
・
二
四
三
・
東
海
道
十
五
ケ
国　

し
ま
）、「
山

川
の
水
の
流
を
か
き
や
る
に
い
し
ま
を
し
げ
み
ゆ
か
ぬ
こ
と
の
は
」（
康
資
王
母
集
・

一
五
三
）と
い
う
例
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
川
の
流
れ
を
詠
む
こ
と
が
多
い
。
だ
が
、

「
な
つ
か
は
の
い
は
ま
を
わ
く
る
い
は
ち
ど
り
つ
ひ
に
さ
て
や
は
よ
を
ば
つ
く
さ
む
」

（
忠
岑
集
・
二
一
）
と
い
う
例
で
は
、
岩
場
に
住
む
千
鳥
が
詠
ま
れ
て
お
り
、
当
該

歌
と
共
通
す
る
情
景
が
見
出
せ
る
。
も
っ
と
も
、
私
家
集
注
釈
叢
刊
９
『
忠
岑
集
注

釈
』（
藤
岡
忠
美
氏
・
片
岡
剛
氏
、
貴
重
本
刊
行
会
、
平
成
九
年
九
月
）
に
拠
れ
ば
、

『
忠
岑
集
』
の
「
い
は
ち
ど
り
」
は
、「
い
り
ち
と
り
」「
い
そ
ち
と
り
」
の
校
訂
本

文
で
あ
る
（
四
四
～
四
六
頁
）
と
い
う
。
だ
が
、
同
書
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、『
兼

輔
集
』
六
四
・
六
五
番
に
も
「
い
は
ち
ど
り
」
の
例
が
あ
り
、「
い
は
ち
ど
り
」
の
語

の
認
定
は
妥
当
で
あ
ろ
う
。『
忠
岑
集
』
歌
は
、「
い
は
ち
ど
り
」
の
「
い
は
ま
を
わ

く
る
」
姿
に
人
生
を
投
影
し
て
い
る
が
、
当
該
歌
も
、「
い
し
ま
が
く
れ
に
す
む
千

ど
り
」
に
、
恵
ま
れ
な
い
境
遇
を
重
ね
て
い
る
と
も
解
せ
よ
う
。

　

な
お
、「
人
し
れ
ね
ば
や
」
と
い
う
句
は
、『
古
今
六
帖
』
に
も
他
に
、「
君
こ

ふ
と
人
し
れ
ね
ば
や
き
の
く
に
の
お
と
な
し
川
の
お
と
に
（
マ
マ
）だ
に
も
せ
ぬ
」（
第
三
・
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学　

九
巻
一
号
（
平
成
二
十
五
年
十
月
）

一
九

一
五
五
一
・
か
は
）
と
い
う
歌
が
あ
る
。

　

結
句
「
こ
ゑ
の
き
こ
え
ぬ
」
の
例
は
、「
ほ
か
に
ま
た
待
つ
人
あ
れ
ば
や
ほ
と
と

ぎ
す
心
の
ど
か
に
声
の
き
こ
え
ぬ
」（
民
部
卿
家
歌
合
・
一
五
・
八
番　

左
）、「
郭
公

き
ゐ
る
か
き
ね
は
ち
か
な
が
ら
ま
ち
ど
ほ
に
の
み
声
の
き
こ
え
ぬ
」（
後
撰
集
・
夏
・

一
四
九
・
う
月
ば
か
り
、
友
だ
ち
の
す
み
侍
り
け
る
所
ち
か
く
侍
り
て
、
か
な
ら
ず

せ
う
そ
こ
つ
か
は
し
て
む
と
ま
ち
け
る
に
、
お
と
な
く
侍
り
け
れ
ば
）、「
風
さ
む
み

た
に
に
こ
も
れ
る
う
ぐ
ひ
す
の
う
ち
と
け
て
な
く
こ
ゑ
の
き
こ
え
ぬ
」（
堀
河
中
納

言
家
歌
合
・
一
七
・
う
ぐ
ひ
す　

左
）
な
ど
が
あ
り
、
当
該
歌
の
千
鳥
の
他
、
鴬
や

時
鳥
の
声
を
採
り
上
げ
た
歌
が
あ
る
。

四
四
六
一
（
千
ど
り
）

【
本
文
】

　
　

�

い
と
ど
（

い
ゝ

とく
ど）も
の
お
も
ひ
（
ふ
）を
れ
ば
か
は
ち
ど
り
の
に
も
山
に
も
な
き
み
だ

れ
け
り

【
校
異
】
○
い
と
ゝ

く
―
い
と
ゝ
くしく〈
朱
〉
（
宮
）
い
と
ゝ
し
く
（
黒
・
寛
）　

○
も
の

お
も
ふひ
―
も
の
お
も
ひ
（
永
・
宮
）
物
思
ひ
（
松
・
和
・
羅
・
林
・
田
・
黒
・
寛
）

　

○
な
き
み
た
れ
け
り
―
鳴
み
た
る
な
り
（
松
・
田
）
啼
み
た
る
な
り
（
羅
）
鳴

み
た
れり
け〈朱
〉り
（
宮
）

【
語
釈
】
○
い
と
ど
い
と
ど　

程
度
が
更
に
は
な
は
だ
し
い
さ
ま
を
表
す
「
い
と
ど
」

を
重
ね
た
表
現
。　

○
か
は
ち
ど
り　

川
辺
に
集
ま
る
千
鳥
。　

○
な
き
み
だ
れ
け

り　
「
な
き
み
だ
る
」は
、
や
か
ま
し
い
ほ
ど
に
激
し
く
鳴
く
意
。「
け
り
」は
気
づ
き
。

【
通
釈
】

　
　

�

一
段
と
深
く
物
思
い
を
し
て
い
る
と
、
気
づ
け
ば
、
川
千
鳥
が
、
野
に
も
山
に

も
や
か
ま
し
く
鳴
い
て
い
る
よ
。

【
他
出
】

『
夫
木
和
歌
抄
』
巻
第
十
七
冬
部
二
、六
七
八
六
番

　
　
　
　

千
鳥
、
六
一　

読
人
不
知

　
　

い
と
ど
し
く
も
の
お
も
ひ
を
れ
ば
か
は
千
鳥
の
に
も
山
に
も
な
き
わ
た
り
け
り

『
和
歌
童
蒙
抄
』
第
八
鳥
部
、
七
五
五
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
伏
女
王
（
大
伴
女
郎
）

　
　

�

い
と
ど
し
く
も
の
お
も
ふ
を
り
は
か
は
ち
ど
り
の
に
も
や
ま
に
も
な
き
み
だ
れ

つ
つ

【
考
察
】

　

当
該
歌
は
、『
和
歌
童
蒙
抄
』
で
は
万
葉
歌
と
見
な
さ
れ
て
お
り
、『
校
證
古
今
歌

六
帖
』（
石
塚
龍
麿
稿
、
田
林
義
信
編
、
有
精
堂
、
昭
和
五
十
九
年
四
月
）頭
注
に
も
、

「
此
う
た
童
蒙
抄
巻
八
に
萬
葉
集
の
歌
な
り
と
あ
る
。」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

普
段
よ
り
も
さ
ら
に
物
思
い
を
す
る
時
に
は
、「
い
と
ど
し
く
物
思
ふ
や
ど
の
荻

の
葉
に
秋
と
つ
げ
つ
る
風
の
わ
び
し
さ
」（
後
撰
集
・
秋
上
・
二
二
〇
・
お
も
ふ
こ

と
侍
り
け
る
こ
ろ
）
と
い
う
歌
に
も
詠
ま
れ
る
よ
う
に
、
物
音
に
よ
っ
て
、
そ
の
立

場
を
あ
ら
た
め
て
認
識
す
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
『
後
撰
集
』
歌
で
は
、
風
は
「
秋

（
飽
き
）」
を
告
げ
る
も
の
で
あ
る
が
、
当
該
歌
で
は
、
川
千
鳥
が
野
山
で
も
激
し
く

鳴
い
て
い
る
声
に
気
づ
い
て
、
あ
ら
た
め
て
、
深
い
物
思
い
を
し
て
い
る
自
分
に
気

が
つ
い
た
と
解
し
た
。

　
「
も
の
お
も
ひ
を
れ
ば
」
と
い
う
句
の
用
例
は
、『
古
今
集
』
に
、「
五
月
雨
に
物

思
ひ
を
れ
ば
郭
公
夜
ぶ
か
く
な
き
て
い
づ
ち
ゆ
く
ら
む
」（
夏
・
一
五
三
・
紀
と
も

の
り
・
寛
平
御
時
き
さ
い
の
宮
の
歌
合
の
う
た
）
と
い
う
歌
が
見
え
る
。
八
代
集
中
、

唯
一
の
例
で
あ
る
。
時
鳥
を
呼
ん
だ
こ
の
『
古
今
集
』
歌
は
、
当
該
歌
の
発
想
と
通

底
す
る
も
の
が
あ
る
。

（
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二
〇

『
古
今
和
歌
六
帖
』
出
典
未
詳
歌
注
釈
稿
―
第
六
帖
（
20
）
千
鳥
～
烏
―

　
「
か
は
ち
ど
り
」
は
、
す
で
に
『
万
葉
集
』
に
、「
川
千
鳥
住
む
沢
の
上
に
立
つ

霧
の
い
ち
し
ろ
け
む
な
相
言
ひ
そ
め
て
ば
」（
巻
十
一
・
二
六
八
八
・
二
六
八
〇
）、

「
よ
く
た
ち
て
鳴
く
川
千
鳥
う
べ
し
こ
そ
昔
の
人
も
し
の
ひ
来
に
け
れ
」（
巻

十
九
・
四
一
七
二
・
四
一
四
八
）
と
い
う
例
が
あ
り
、
平
安
期
に
お
い
て
も
、「
今
日

く
れ
て
あ
す
か
の
か
は
の
か
は
ち
ど
り
ひ
に
い
く
せ
を
か
な
き
わ
た
る
ら
ん
」（
躬

恒
集
・
五
八
・
ざ
ふ
の
う
た
）、「
い
づ
か
た
に
な
き
わ
た
る
ら
む
か
は
ち
ど
り
み
や

こ
の
か
た
に
こ
と
づ
て
も
せ
む
」（
能
宣
集
・
二
二
八
・
秋
た
び
を
ま
か
る
に
、
か

は
づ
ら
ち
か
き
と
こ
ろ
に
や
ど
り
て
は
べ
る
に
、
ち
ど
り
の
な
き
は
べ
れ
ば
）、「
暁

や
ち
か
く
な
る
ら
ん
も
ろ
と
も
に
か
な
ら
ず
も
な
く
川
千
鳥
か
な
」（
増
基
法
師
集
・

五
三
・
夜
ね
ら
れ
侍
ら
ぬ
ま
ま
に
き
き
侍
れ
ば
、
ま
こ
と
に
夜
中
う
ち
す
ぐ
る
ほ
ど

に
、
ち
ど
り
の
な
き
侍
り
し
か
ば
）
と
い
っ
た
歌
が
列
挙
で
き
る
。
そ
の
鳴
き
声
を

詠
む
こ
と
が
多
い
。

　
「
の
に
も
山
に
も
」
と
い
う
表
現
は
、『
万
葉
集
』
に
は
な
い
が
、
勅
撰
集
に
お
い

て
は
、『
古
今
集
』
に
、「
君
に
よ
り
わ
が
な
は
花
に
春
霞
野
に
も
山
に
も
た
ち
み
ち

に
け
り
」（
恋
三
・
六
七
五
・
よ
み
人
し
ら
ず
・
題
し
ら
ず
）
と
い
う
歌
が
見
出
せ
る
。

評
判
が
立
つ
意
に
霞
を
重
ね
て
詠
ん
だ
例
で
あ
る
が
、
類
例
は
他
に
も
、「
ひ
と
め

を
も
い
ま
は
つ
つ
ま
じ
は
る
が
す
み
の
に
も
や
ま
に
も
な
は
た
た
ば
た
て
」（
躬
恒

集
・
二
〇
一
・
ざ
ふ
）
が
あ
る
。
ま
た
、「
を
や
み
な
く
ふ
ら
ば
ふ
ら
な
む
は
る
さ

め
は
の
に
も
や
ま
に
も
は
な
の
さ
く
ま
で
」（
麗
景
殿
女
御
歌
合
・
九
・
春
雨　

左
勝
）、

「
お
ぼ
つ
か
な
野
に
も
山
に
も
し
ら
つ
ゆ
の
な
に
事
を
か
は
お
も
ひ
お
く
ら
む
」（
村

上
天
皇
御
集
・
一
三
一
・
朱
雀
院
う
せ
さ
せ
給
ひ
け
る
ほ
ど
ち
か
く
成
り
て
、
皇
太

后
宮
を
さ
な
く
お
は
し
ま
し
け
る
を
見
た
て
ま
つ
ら
せ
給
ひ
て
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
春

雨
や
白
露
を
詠
む
。『
古
今
集
』
に
は
も
う
一
首
、「
い
づ
こ
に
か
世
を
ば
い
と
は
む

心
こ
そ
の
に
も
山
に
も
ま
ど
ふ
べ
ら
な
れ
」（
雑
下
・
九
四
七
・
そ
せ
い
・
題
し
ら

ず
）
と
い
う
歌
が
あ
る
が
、
心
を
詠
ん
だ
例
と
し
て
は
、
他
に
、「
き
み
が
す
む
の

に
も
や
ま
に
も
お
も
ひ
や
る
こ
こ
ろ
か
ろ
く
や
ひ
と
を
わ
す
る
る
」（
斎
宮
女
御
集
・

一
五
一
・
御
か
へ
し
）
と
い
っ
た
例
が
見
え
る
。
い
ず
れ
も
、
野
山
を
一
面
に
覆
う

情
景
や
心
情
を
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
。
当
該
歌
は
、
川
に
住
む
千
鳥
が
、
野
山
に
も
出

て
盛
ん
に
鳴
く
情
景
を
詠
ん
で
い
る
が
、
鳥
を
採
り
上
げ
た
例
と
し
て
は
、「
し
ら

れ
ね
ば
み
を
う
ぐ
ひ
す
の
ふ
り
い
で
つ
つ
な
き
て
こ
そ
ゆ
け
の
に
も
山
に
も
」（
蜻

蛉
日
記
・
上
・
二
四
・
作
者
）
と
い
う
歌
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
「
な
き
み
だ
る
」
と
い
う
語
は
、「
か
ら
衣
よ
か
ぜ
す
ず
し
く
な
る
な
へ
に
き
り
ぎ

り
す
さ
へ
な
き
み
だ
れ
つ
つ
」（
恵
慶
法
師
集
・
八
三
・
き
り
ぎ
り
す
の
こ
ゑ
）
と

い
う
歌
が
見
え
る
が
、
和
歌
の
用
例
は
稀
少
で
あ
る
。

四
四
七
二
（
し
ぎ
）

【
本
文
】

　
　

�

あ
さ
は
ら
に
さ
よ
う
ち
ふ
け
て
た
つ
し
ぎ
の
は
こ
そ
し
る
ら
め
ひ
と
り
ぬ
る
よ
は

【
校
異
】
な
し

【
語
釈
】　

○
あ
さ
は
ら　

朝
の
草
原
。
あ
る
い
は
、
所
在
未
詳
の
地
名
か
。
そ
の
場

合
は
、「
朝
」
を
掛
け
る
。　

○
さ
よ　

夜
。「
さ
」
は
接
頭
辞
。　

○
し
ぎ　

シ
ギ

科
の
鳥
。「
暁
の
し
ぎ
の
は
ね
が
き
も
も
は
が
き
君
が
こ
ぬ
夜
は
我
ぞ
か
ず
か
く
」

（
古
今
集
・
恋
五
・
七
六
一
・
よ
み
人
し
ら
ず
・
題
し
ら
ず
）
の
後
世
へ
の
影
響
が
大

き
く
、
当
該
歌
も
「
鴫
が
明
け
方
近
く
に
大
き
な
羽
音
を
立
て
て
飛
び
立
つ
さ
ま
」

（『
歌
こ
と
ば
歌
枕
大
辞
典
』「
鴫
」
の
項
〈
浅
田
徹
氏
〉）
を
詠
ん
だ
も
の
。

【
通
釈
】

　
　

�

朝
の
草
原
で
、
夜
が
更
け
て
飛
び
立
つ
鴫
の
羽
に
そ
っ
く
り
だ
と
思
い
知
る
だ

ろ
う
。
一
人
で
寝
る
夜
は
。
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【
他
出
】

『
歌
枕
名
寄
』
未
勘
国
上
、
九
四
七
四
番

　
　
　
　

朝
原

　
　

�
あ
さ
は
ら
に
さ
夜
う
ち
更
け
て
恋
し
き
は
せ
こ
そ
し
る
ら
め
ひ
と
り
ぬ
る
よ
は

【
考
察
】

　
［
語
釈
］
に
挙
げ
た
『
古
今
集
』
の
歌
は
、
夜
明
け
に
鴫
が
盛
ん
に
羽
ば
た
き
を

繰
り
返
す
様
子
に
、
独
り
寝
の
さ
び
し
さ
で
眠
れ
ず
に
夜
明
け
を
迎
え
た
状
態
を
重

ね
合
わ
せ
る
。
当
該
歌
で
は
、
こ
の
歌
を
踏
ま
え
て
、
鴫
の
羽
と
は
こ
う
い
う
も
の

だ
っ
た
の
か
と
、
独
り
寝
を
し
て
迎
え
た
朝
に
、
我
が
身
の
有
様
で
そ
れ
と
知
る
だ

ろ
う
と
詠
ん
で
い
る
。

　
「
あ
さ
は
ら
」
は
、『
新
編
国
歌
大
観
』
の
用
例
を
見
て
み
る
と
、
当
該
歌
と
そ
の

重
出
の
他
は
、「
さ
な
へ
と
る
た
ご
の
ひ
ま
な
み
五
月
雨
の
ふ
る
も
時
し
る
あ
さ
は

ら
の
さ
と
」（
夫
木
抄
・
雑
部
十
三
・
一
四
七
六
九
・
前
中
納
言
俊
光
卿
・
あ
さ
は
ら

の
さ
と　

永
仁
大
嘗
会
）
と
い
う
大
嘗
会
和
歌
一
例
を
見
出
す
の
み
で
、
意
外
に
少

な
い
。

　
「
ひ
と
り
ぬ
る
よ
は
」
の
用
例
は
、「
秋
な
れ
ば
山
と
よ
む
ま
で
な
く
し
か
に
我
お

と
ら
め
や
ひ
と
り
ぬ
る
よ
は
」（
古
今
集
・
恋
二
・
五
八
二
・
よ
み
人
し
ら
ず
・
こ
れ

さ
だ
の
み
こ
の
家
の
歌
合
の
う
た
）、「
花
す
す
き
そ
よ
と
も
す
れ
ば
秋
風
の
ふ
く
か

と
ぞ
き
く
ひ
と
り
ぬ
る
よ
は
」（
後
撰
集
・
秋
下
・
三
五
三
・
在
原
棟
梁
・
寛
平
御

時
き
さ
い
の
宮
の
歌
合
に
）、「
我
が
宿
の
軒
の
た
る
ひ
の
ひ
ま
も
な
み
さ
え
こ
そ
ま

さ
れ
ひ
と
り
ぬ
る
よ
は
」（
大
弐
高
遠
集
・
三
六
九
・
十
一
月
）
と
い
っ
た
歌
が
あ
り
、

結
句
に
据
え
ら
れ
る
例
は
、『
万
葉
集
』
に
は
な
く
、
平
安
期
に
入
っ
て
か
ら
見
え

る
。

四
四
七
三
（
し
ぎ
）

【
本
文
】

　
　

暁
に
は
ね
か
く
し
ぎ
の
う
ち
し
き
り
い
く
よ
か
い
も
が
・（君
に
）・こ
ひ
わ
た
る
ら
ん

【
校
異
】
○
暁
に
―
暁
の
（
田
）　

○
う
ち
し
き
り
―
打
更しき
りて
（
羅
）　

○
い
も
か
君

に
―
君
に
（
黒
・
寛
）

【
語
釈
】
○
暁　

夜
明
け
近
く
の
ま
だ
暗
い
頃
。　

○
は
ね
か
く　

羽
ば
た
く
。
あ

る
い
は
、
く
ち
ば
し
で
羽
を
し
ご
く
意
と
も
。
こ
こ
で
は
前
者
に
従
う
。「
暁
の
し

ぎ
の
は
ね
が
き
も
も
は
が
き
君
が
こ
ぬ
夜
は
我
ぞ
か
ず
か
く
」（
古
今
集
・
七
六
一
）

（
前
掲
四
四
七
二
番
［
語
釈
］
参
照
）
の
影
響
で
、
多
く
は
鴫
に
用
い
る
。　

○
う

ち
し
き
り　
「
う
ち
し
き
る
」は
、
同
じ
こ
と
が
続
け
ざ
ま
に
た
び
重
な
る
意
。
ひ
っ

き
り
な
し
に
。「
う
ち
」
は
接
頭
辞
。　

○
い
く
よ
か
い
も
が
君
に
こ
ひ
わ
た
る
ら

ん　

下
句
の
音
数
律
に
合
わ
な
い
。
元
来
は
、「
い
く
よ
か
い
も
が
こ
ひ
わ
た
る
ら

ん
」「
い
く
よ
か
君
に
こ
ひ
わ
た
る
ら
ん
」
の
い
ず
れ
か
で
あ
っ
た
か
。
可
能
性
と

し
て
は
、「
い
も
が
」「
君
に
」
の
い
ず
れ
か
が
傍
書
さ
れ
、
あ
る
段
階
で
本
文
化
し

た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
版
本
系
本
文
に
拠
ら
ず
、
万
葉
語
「
い
も
」
を

古
い
本
文
と
見
て
校
訂
し
た（
詳
し
く
は［
考
察
］参
照
。）。「
こ
ひ
わ
た
る
」
の
「
わ

た
る
」
は
鴫
の
縁
語
。

【
通
釈
】

　
　

�

明
け
方
に
羽
ば
た
く
鴫
の
よ
う
に
、
続
け
ざ
ま
に
い
っ
た
い
幾
晩
、
独
り
寝
を

し
て
、
妻
は
私
を
恋
い
続
け
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

【
他
出
】
な
し

【
考
察
】

　

夜
明
け
方
の
鴫
の
羽
ば
た
き
を
数
の
多
さ
の
比
喩
と
し
て
用
い
、
ま
た
、
鴫
に
独

り
寝
の
イ
メ
ー
ジ
を
重
ね
な
が
ら
、
幾
晩
も
独
り
で
恋
人
を
慕
い
続
け
て
い
る
心
情

（
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『
古
今
和
歌
六
帖
』
出
典
未
詳
歌
注
釈
稿
―
第
六
帖
（
20
）
千
鳥
～
烏
―

を
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
。

　
［
語
釈
］
で
も
触
れ
た
と
お
り
、
現
存
す
る
写
本
系
本
文
は
、
傍
書
の
本
文
化
と

見
ら
れ
る
箇
所
が
存
す
る
。
冒
頭
に
掲
げ
た
校
訂
本
文
「
い
く
よ
か
い
も
が
こ
ひ
わ

た
る
ら
ん
」
で
あ
れ
ば
、「
こ
ひ
わ
た
る
」
の
は
「
い
も
」（
女
性
）
で
あ
り
、
作

者
（
男
性
）
は
そ
の
状
況
を
推
量
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、
一
方
、「
い
く
よ
か

君
に
こ
ひ
わ
た
る
ら
ん
」
で
は
、
作
者
が
「
君
」
を
慕
う
歌
に
な
る
。
い
ず
れ
で

も
意
が
解
せ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
伝
来
の
過
程
で
、
二
通
り
の
表
現
が
生
ま
れ
た
も

の
と
見
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
、
前
者
と
類
似
し
た
発
想
と
し
て
、『
万
葉
集
』
に

「
ぬ
ば
た
ま
の
夜
渡
る
月
を
い
く
夜
ふ
と
よ
み
つ
つ
い
も
は
我
待
つ
ら
む
ぞ
」（
巻

十
八
・
四
〇
九
六
・
四
〇
七
二
）
と
い
う
歌
が
あ
る
こ
と
を
参
考
に
、
版
本
系
と
は
異

な
る
本
文
に
校
訂
し
た
。
な
お
、
版
本
系
本
文
は
、『
古
今
集
』
七
六
一
番
歌
が
女

性
の
立
場
か
ら
の
作
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
君
に
」
本
文
を
採
り
、
女
の
歌
に
訂
し

た
可
能
性
が
あ
る
。

　
「
う
ち
し
き
り
」
と
い
う
語
は
、
和
歌
に
お
い
て
は
、
波
や
風
に
つ
い
て
用
い
る

こ
と
が
多
く
、「
う
ち
し
き
り
立
ち
よ
り
く
と
も
き
し
と
ほ
み
よ
そ
に
ぞ
か
へ
る
お

き
つ
し
ら
な
み
」（
清
正
集
・
八
三
・
か
へ
し
）、「
た
か
さ
ご
の
ま
つ
を
こ
ゆ
べ
き

し
ら
な
み
は
よ
る
も
あ
ら
し
ぞ
う
ち
し
き
り
ふ
く
」（
宰
相
中
将
君
達
春
秋
歌
合
・

四
〇
・
あ
き
）、「
な
か
な
か
に
う
ち
し
き
り
て
は
お
き
つ
な
み
た
て
れ
を
れ
ど
も
な

き
心
地
か
な
」（
一
条
摂
政
御
集
・
九
六
・
ま
ち
じ
り
の
き
み
の
も
と
に
、
し
き
り

て
お
は
し
て
、
つ
と
め
て
）、「
ひ
ら
の
や
ま
も
み
ぢ
よ
の
ま
は
い
か
な
ら
む
み
ね
の

む
ら
か
ぜ
う
ち
し
き
り
ふ
く
」（
恵
慶
法
師
集
・
一
二
五
・
か
ぜ
の
お
と
の
た
か
き

を
き
き
て
）、「
し
ら
な
み
の
う
ち
し
き
り
つ
つ
今
夜
さ
へ
い
か
で
か
ひ
と
り
ぬ
る
と

か
や
き
み
」（
拾
遺
集
・
八
五
一
・
よ
み
人
し
ら
ず
・
題
し
ら
ず
）
と
い
っ
た
用
例

が
あ
る
。

　
「
こ
ひ
わ
た
る
ら
ん
」
に
は
、「
冬
河
の
う
へ
は
こ
ほ
れ
る
我
な
れ
や
し
た
に
な
が

れ
て
こ
ひ
わ
た
る
ら
む
」（
古
今
集
・
恋
二
・
五
九
一
・
む
ね
を
か
の
お
ほ
よ
り
・
題

し
ら
ず
）
な
ど
の
例
が
あ
る
。
こ
の
歌
の
場
合
、「
渡
る
」
は
「
川
」
の
縁
語
で
あ

る
が
、「
し
な
が
ど
り
ゐ
な
の
ふ
し
原
と
び
わ
た
る
し
ぎ
が
は
ね
お
と
お
も
し
ろ
き

か
な
」（
拾
遺
集
・
神
楽
歌
・
五
八
六
）
と
い
う
例
に
も
あ
る
と
お
り
、「（
飛
び
）

渡
る
」
鴫
は
歌
に
詠
ま
れ
て
お
り
、「
渡
る
」
と
「
鴫
」
も
縁
語
と
見
て
よ
か
ろ
う
。

四
四
七
四
（
し
ぎ
）

【
本
文
】

　
　

�

あ
か
つ
き
の
し
ぎ
の
は
ね
が
き
も
も
は
が
き
か
き
あ
つ
め
て
ぞ
わ
び
し
か
り
け
る

【
校
異
】
な
し

【
語
釈
】
○
あ
か
つ
き
の
し
ぎ
の
は
ね
が
き
も
も
は
が
き　
「
暁
の
し
ぎ
の
は
ね
が

き
も
も
は
が
き
君
が
こ
ぬ
夜
は
我
ぞ
か
ず
か
く
」（
古
今
集
・
七
六
一
）（
前
掲

四
四
七
二
番
［
語
釈
］
参
照
）
の
上
句
を
そ
の
ま
ま
用
い
た
表
現
。
序
詞
と
し
て
同

音
の「
か
き
あ
つ
め
て
ぞ
」を
導
く
。　

○
か
き
あ
つ
め
て
ぞ　
「
か
き
あ
つ
む
」は
、

掻
き
寄
せ
て
集
め
る
、
一
つ
に
取
り
ま
と
め
る
の
意
。

【
通
釈
】

　
　

�

明
け
方
の
鴫
の
羽
ば
た
き
は
、「
百
羽
が
き
」
と
い
う
ほ
ど
た
く
さ
ん
す
る
と

い
う
が
、
あ
れ
や
こ
れ
や
の
出
来
事
を
と
り
ま
と
め
て
、
全
部
が
つ
ら
く
悲
し

い
こ
と
だ
。

【
他
出
】

『
奥
儀
抄
』
下
釈
、
五
四
一
番

　
　

暁
の
し
ぎ
の
は
ね
が
き
も
も
は
が
き
か
き
あ
つ
め
て
も
な
げ
く
こ
ろ
か
な

『
袖
中
抄
』
第
十
八
、八
八
二
番

（
91
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二
三

　
　

あ
か
つ
き
の
鴫
の
は
ね
が
き
も
も
は
が
き
か
き
あ
つ
め
て
も
我な
げ
く
こ
ろ
か
な

ぞ
か
ず
か
く

『
和
歌
色
葉
』
下
巻
、
二
七
二
番

　
　

あ
か
つ
き
の
し
ぎ
の
羽
が
き
百
羽
が
き
か
き
あ
つ
め
て
も
な
げ
く
こ
ろ
か
な

『
色
葉
和
難
集
』
第
九
、八
九
二
番

　
　

暁
の
鴫
の
羽
が
き
百
羽
が
き
か
き
集
め
て
も
歎
く
こ
ろ
か
な

『
古
今
和
歌
集
古
注
釈
書
引
用
和
歌
』「
古
今
和
歌
集
頓
阿
序
注
」
一
五
八
番

　
　

暁
の
鴫
の
羽
が
き
も
も
は
が
き
か
き
あ
つ
め
て
も
な
げ
く
頃
か
な

【
考
察
】

　

結
句
「
わ
び
し
か
り
け
る
」
は
、
諸
本
異
同
は
な
い
が
、［
他
出
］
に
掲
出
し
て

い
る
と
お
り
、『
袖
中
抄
』
は
「
我
ぞ
か
ず
か
く
」
に
な
っ
て
い
る
。
前
掲
の
『
古

今
集
』
の
歌
の
結
句
が
紛
れ
込
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
と
ほ
ど
さ
よ
う
に
、
鴫
の

歌
の
表
現
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
そ
れ
ほ
ど
な
い
と
言
え
る
。
ま
た
、「
な
げ
く
こ

ろ
か
な
」
の
傍
書
も
、『
古
今
六
帖
』
諸
本
と
は
異
な
っ
て
お
り
、［
他
出
］
に
列
挙

し
て
い
る
他
の
後
世
の
歌
集
が
、
揃
っ
て
採
っ
て
い
る
点
、
注
意
を
要
す
る
。
あ
る

い
は
、
そ
れ
ら
の
出
典
を
、『
古
今
六
帖
』
以
外
に
求
め
る
べ
き
か
。

　
「
か
き
あ
つ
む
」と
い
う
語
は
、
和
歌
に
お
い
て
は
、「
掻
き
集
む
」と「
書
き
集
む
」

と
の
掛
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、「
時
雨
れ
つ
つ
ふ
り
に
し
や
ど
の
こ

と
の
は
は
か
き
あ
つ
む
れ
ど
と
ま
ら
ざ
り
け
り
」（
村
上
天
皇
御
集
・
一
二
二
・
中

務
・
伊
勢
が
集
め
し
け
れ
ば
た
て
ま
つ
る
と
て
）、「
こ
ろ
を
へ
て
か
き
あ
つ
め
け
る

も
し
ほ
草
け
ぶ
り
や
い
か
が
な
ら
む
と
す
ら
ん
」（
能
宣
集
・
二
八
〇
・
た
び
た
び

ふ
み
つ
か
は
す
女
の
、
か
へ
り
ご
と
し
は
べ
ら
ぬ
に
）、「
わ
れ
の
み
と
お
も
ひ
つ
れ

ど
も
も
し
ほ
草
あ
ま
た
の
ひ
と
の
か
き
あ
つ
め
け
る
」（
為
信
集
・
五
三
・
す
べ
て

人
に
物
い
は
ず
と
い
ふ
女
の
、
見
れ
ば
、
け
さ
う
じ
け
る
を
と
こ
の
う
た
ど
も
い
と

お
ほ
か
り
、
返
事
も
あ
れ
ば
、
か
き
つ
く
）、「
ち
り
に
け
る
た
つ
た
の
川
の
も
み
ぢ

ば
は
か
き
あ
つ
む
れ
ど
か
ひ
な
か
り
け
り
」（
長
能
集
・
二
一
二
・
か
ね
ず
み
の
朝

臣
の
家
の
も
の
が
た
り
を
か
り
て
返
し
け
れ
ば
、
み
ち
に
お
と
し
て
け
れ
ば
、
か
き

か
へ
て
や
り
け
る
返
事
に
歌
よ
み
て
お
こ
せ
て
侍
り
け
る
か
へ
り
ご
と
、
人
に
か
は

り
て
）
と
い
っ
た
用
例
が
あ
る
が
、
当
該
歌
で
は
、
筆
跡
に
限
ら
ず
、
雑
多
な
物
事

が
「
わ
び
し
」
と
い
う
感
情
を
引
き
起
こ
し
た
と
解
し
た
。

四
四
七
七
（
か
ら
す
）

【
本
文
】

　
　

�

夏
の
よ
の
こ
も
ち
が
ら
す
の
さ
が
ぞ
か
し
よ
ぶ
か
く
鳴
き
て
君
を
や
り
つ
る

【
校
異
】
○
君
を
―
君
や
（
林
）

【
語
釈
】
○
こ
も
ち
が
ら
す　

巣
で
雛
を
育
て
て
い
る
親
烏
。
和
歌
に
お
け
る
用
例

は
、『
新
編
国
歌
大
観
』
を
検
し
て
も
、
江
戸
期
の
二
例
を
数
え
る
の
み
で
あ
る
。���

○
さ
が
ぞ
か
し　
「
さ
が
」
は
、
癖
、
性
分
の
意
。「
ぞ
か
し
」
で
、
自
己
の
考
え
を

相
手
に
主
張
し
、
自
ら
も
確
認
す
る
心
情
を
表
す
。　

○
や
り
つ
る　
「
や
る
」
は
、

送
り
出
す
意
。

【
通
釈
】

　
　

�

短
い
夏
の
夜
の
、
子
持
ち
烏
の
性
分
な
の
だ
な
。
夜
更
け
の
う
ち
に
鳴
く
も
の

だ
か
ら
、（
そ
の
声
に
促
さ
れ
て
）
あ
な
た
を
送
り
出
し
て
し
ま
っ
た
よ
。

【
他
出
】

『
六
華
和
歌
集
』
巻
第
四
冬
歌
、
一
〇
五
〇
番

　
　
　
　

六

　
　

夏
の
夜
の
こ
も
ち
烏
の
さ
が
ぞ
と
よ
夜
ぶ
か
く
鳴
き
て
君
を
や
り
つ
る

【
考
察
】

　
［
他
出
］
に
示
し
た
と
お
り
、
当
該
歌
は
、『
六
華
和
歌
集
』
で
は
、
一
見
、
冬

（
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）



二
四

『
古
今
和
歌
六
帖
』
出
典
未
詳
歌
注
釈
稿
―
第
六
帖
（
20
）
千
鳥
～
烏
―

部
に
配
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、『
新
編
国
歌
大
観
』
六
華
和
歌
集
解
題
（
井

上
宗
雄
氏
・
山
田
洋
嗣
氏
）
に
拠
れ
ば
、
錯
簡
が
あ
り
、「
冬
部
一
〇
四
二
～

一
一
四
七
は
恋
歌
」
で
あ
る
と
い
う
。
当
該
歌
も
こ
の
一
連
の
歌
群
に
含
ま
れ
る
。

　
「
暁
と
夜
烏
鳴
け
ど
…
…
」（
万
葉
集
・
巻
七
・
一
二
六
六
・
一
二
六
三
）
と
い
う
万

葉
歌
（『
古
今
六
帖
』
に
も
当
該
歌
の
直
前
、
四
四
七
六
番
に
載
る
）
か
ら
も
知
ら

れ
る
よ
う
に
、
烏
は
、
明
け
方
に
鳴
く
鳥
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
男
性
が
女
性
の
も
と

か
ら
帰
る
時
刻
を
知
ら
せ
る
声
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
、「
朝
烏
早
く
な
鳴
き
そ
我
が

背
子
が
あ
さ
け
の
姿
見
れ
ば
悲
し
も
」（
万
葉
集
・
巻
十
二
・
三
一
〇
九
・
三
〇
九
五
）

と
い
う
歌
も
発
想
さ
れ
た
（
こ
の
万
葉
歌
は
当
該
歌
の
直
後
、『
古
今
六
帖
』

四
四
七
八
番
に
重
出
）。

　

夏
の
夜
は
短
い
。
そ
の
上
、
雛
を
育
て
る
烏
は
、
夜
更
け
に
鳴
く
こ
と
も
あ
る
。

当
該
歌
は
、
少
し
で
も
長
く
ふ
た
り
で
一
緒
に
い
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
そ
う
い

う
烏
へ
の
う
ら
め
し
さ
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

　

下
句
「
よ
ぶ
か
く
鳴
き
て
君
を
や
り
つ
る
」
は
、
ま
だ
そ
の
時
刻
で
は
な
い
の
に
、

鳥
が
鳴
い
た
た
め
に
夫
を
帰
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
状
況
を
詠
ん
だ
と
解
さ
れ
る
。

『
伊
勢
物
語
』
第
十
四
段
で
、
共
寝
を
し
た
男
が
「
夜
深
く
い
で
に
け
れ
ば
」
詠
ん

だ
と
い
う
、
陸
奥
の
女
の
歌
「
夜
も
明
け
ば
き
つ
に
は
め
な
で
く
た
か
け
の
ま
だ
き

に
鳴
き
て
せ
な
を
や
り
つ
る
」（
二
一
）は
、
当
該
歌
と
同
様
の
立
場
の
作
と
見
ら
れ
、

下
句
の
表
現
が
と
く
に
酷
似
し
て
い
る
。

　

な
お
、「
き
み
を
や
る
」
と
い
う
表
現
は
、「
は
る
ば
る
に
き
み
を
や
り
て
は
あ
ふ

さ
か
の
せ
き
の
こ
な
た
に
こ
ひ
や
わ
た
ら
む
」（
躬
恒
集
・
一
九
九
・
く
れ
の
は
る
、

ひ
む
が
し
く
に
に
わ
か
る
る
ひ
と
に
お
く
る
）
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
記

　

本
稿
は
、
同
志
社
大
学
文
化
情
報
学
部
に
お
け
る
二
〇
一
二
年
度
春
学
期
の
授

業
「
文
献
講
読
」
の
内
容
の
一
部
で
あ
り
、
ま
た
、「
伝
統
文
化
形
成
に
関
す
る
総

合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
と
平
安
朝
文
学
の
伝
承
と
受
容
に
関
す
る
研
究
」（
同
志

社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
第
18
期
研
究
会
（
京
都
と
文
化
）
第
17
研
究
会
、
お
よ
び

科
学
研
究
費
助
成
事
業
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
課
題
番
号25330403

、
い
ず
れ
も
平
成

二
十
五
～
二
十
七
年
度
）
に
お
け
る
研
究
の
一
部
で
あ
る
。

　

四
四
五
六
・
四
四
五
八
・
四
四
七
七
番
歌
を
福
田
が
執
筆
し
、
そ
の
他
は
、「
文
献

講
読
」
受
講
生
の
う
ち
、
川
内
皐
子
（
四
四
五
四
番
）、
餌
取
あ
や
（
四
四
六
一
番
）、

光
川
莉
奈
（
四
四
七
二
番
）、
籏
野
紀
子
（
四
四
七
三
番
）、
梅
澤
里
奈
（
四
四
七
四

番
）
の
レ
ポ
ー
ト
を
も
と
に
、
福
田
が
全
体
に
わ
た
る
加
筆
修
正
を
お
こ
な
っ
た
。

　

用
例
収
集
に
際
し
、『
新
編
国
歌
大
観
』CD

-RO
M

版V
er.2

と
と
も
に
、
竹
田

正
幸
氏
（
九
州
大
学
大
学
院
シ
ス
テ
ム
情
報
科
学
研
究
院
）
作
成
の
文
字
列
解
析
器

〝e-CSA
�V
er.2.00

〟
を
使
用
し
た
。

　

最
後
に
、
資
料
を
御
提
供
く
だ
さ
っ
た
宮
内
庁
書
陵
部
・
島
原
図
書
館
島
原
松
平

文
庫
・
国
文
学
研
究
資
料
館
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。

〈
附
録
〉

『
古
今
和
歌
六
帖
』
別
出
歌
一
覧
―
第
六
帖
（
20
）
千
鳥
～
烏
―

（
89
）



文
化
情
報
学　

九
巻
一
号
（
平
成
二
十
五
年
十
月
）

二
五

凡
　
例

１�
、『
古
今
和
歌
六
帖
』
本
文
と
歌
番
号
は
、『
新
編
国
歌
大
観
』
に
拠
る
。
作
者
名
・
詞
書
・

左
注
が
あ
る
場
合
は
、
当
該
歌
の
あ
と
に
（　

）
を
付
し
て
記
す
。

２�

、
調
査
対
象
と
し
て
、『
新
編
国
歌
大
観
』
か
ら
以
下
の
歌
集
を
選
択
す
る
。『
古
今
和
歌
六

帖
』
の
成
立
は
十
世
紀
後
半
と
想
定
さ
れ
る
が
、
出
典
と
し
て
は
、
や
や
後
世
の
作
品
ま

で
調
査
範
囲
を
設
定
し
て
い
る
。

　
　

第
一
巻　

１
古
今
和
歌
集�
～
４
後
拾
遺
和
歌
集

　
　

第
二
巻　

１
万
葉
集�

～
６
和
漢
朗
詠
集

　
　

第
三
巻　

１
人
丸
集�

～
81
赤
染
衛
門
集�

　
　

第
五
巻　

�

１
民
部
卿
家
歌
合
～
61
源
大
納
言
家
歌
合�

長
久
二
年
、
253
紀
師
匠
曲
水
宴
和

歌
～
269
九
品
和
歌
、
281
歌
経
標
式（
真
本
）～
285
新
撰
髄
脳
290
新
撰
和
歌
髄
脳
、

347
古
事
記
～
353
風
土
記
、
371
日
本
霊
異
記
、
372
三
宝
絵
、
389
土
左
日
記
～
393

和
泉
式
部
日
記
、
414
竹
取
物
語
～
420
落
窪
物
語

　
　

第
六
巻　

２
秋
萩
集
～
５
麗
花
集

　
　

第
七
巻　

１
奈
良
帝
御
集
～
36
肥
後
集

３
、�

別
出
歌
は
、『
新
編
国
歌
大
観
』
の
巻
数

－

通
し
番
号
を
付
し
た
歌
集
名
と
歌
番
号
で
示

す
。

　
〈
例
〉
３

－

19
貫
之
355
『
新
編
国
歌
大
観
』
第
三
巻
19
番
目
の
『
貫
之
集
』
355
番
歌

４
、�

別
出
本
文
に
異
同
の
あ
る
場
合
は
、
句
ご
と
に
［　

］
を
付
し
て
記
す
。
な
お
、
漢
字

と
仮
名
な
ど
、
表
記
上
の
相
違
は
指
摘
せ
ず
、
有
意
の
異
同
の
み
に
限
る
。

５
、�『
古
今
和
歌
六
帖
』
所
収
歌
に
は
、
別
の
歌
集
の
歌
と
の
間
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
類
似
性
を

有
す
る
も
の
が
あ
る
。
そ
の
ま
ま
別
出
歌
と
は
認
め
に
く
い
も
の
の
、
ま
っ
た
く
無
関

係
に
作
ら
れ
た
と
も
考
え
に
く
い
場
合
に
は
、<

参
考>

と
記
し
、
波
線
を
付
す
。

６
、�

特
定
の
別
出
歌
が
指
摘
で
き
な
い
場
合
や
、
十
一
世
紀
以
降
の
作
品
に
し
か
別
出
が
見

出
せ
な
い
場
合
は
、
い
わ
ゆ
る
出
典
未
詳
歌
と
し
て<

未
詳>

と
記
し
、
傍
線
を
付
す
。

　
　
　

別
出
歌
一
覧

　
　
　
　

千
ど
り

4454　

み
山
に
は
く
も
ゐ
た
な
び
き
明
け
に
け
り
川
の
せ
ご
と
に
ち
ど
り
し
ば
鳴
く

　
　
　
〈
未
詳
〉

4455　

秋
く
れ
ば
さ
ほ
の
か
は
ら
の
か
は
ぎ
り
に
友
ま
ど
は
せ
る
ち
ど
り
鳴
く
な
り

　
　
　

�

３

－

11
友
則
21
［
ゆ
ふ
さ
れ
ば
］、
１

－

３
拾
遺
集
238
［
ゆ
ふ
さ
れ
ば
］、
２

－

５
金

玉
34
［
ゆ
ふ
さ
れ
ば
］、
５

－

52
前
十
五
13
［
夕
さ
れ
ば
］、
５

－

266
三
十
人
68
［
ゆ

ふ
さ
れ
ば
］、
５

－

267
三
十
六
56［
ゆ
ふ
さ
れ
ば
］、
５

－

268
深
窓
秘
48［
ゆ
ふ
さ
れ
ば
］、

１

－

３’
拾
遺
抄
143［
冬
さ
む
み
］、２

－

３
新
撰
和
140［
ゆ
ふ
さ
れ
ば
］［
さ
ほ
の
川
瀬
の
］

4456　

お
ほ
空
に
わ
た
る
千
鳥
の
我
な
ら
ば
を
ふ
の
わ
た
り
を
い
か
に
な
か
ま
し

　
　
　
〈
未
詳
〉

4457　

川
千
鳥
す
む
か
は
の
う
へ
の
立
つ
霧
の
ま
ぎ
れ
に
だ
に
も
あ
ひ
見
て
し
か
な

　
　
　

２

－

１
万
葉
2688［
す
む
さ
は
の
う
へ
に
］［
い
ち
し
ろ
け
む
な
］［
あ
ひ
い
ひ
そ
め
て
ば
］

4458　

山
川
の
い
し
ま
が
く
れ
に
す
む
千
ど
り
人
し
れ
ね
ば
や
こ
ゑ
の
き
こ
え
ぬ

　
　
　
〈
未
詳
〉

4459　

ち
ど
り
鳴
く
さ
ほ
の
川
原
の
さ
さ
ら
な
み
や
む
と
き
も
な
く
わ
が
こ
ふ
ら
く
は

　
　
（
お
ほ
と
も
の
さ
か
の
上
郎
女
）

　
　
　

�
２

－

１
万
葉
529
［
さ
ほ
の
か
は
せ
の
］［
さ
ざ
れ
な
み
］［
や
む
と
き
も
な
し
］［
あ
が

こ
ふ
ら
く
は
］

4460　

�

さ
よ
中
に
友
よ
ぶ
千
ど
り
物
お
も
ふ
と
わ
び
つ
つ
あ
る
に
鳴
き
つ
つ
あ
や
な
（
お
ほ
と

（
88
）



二
六
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帖
（
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も
の
女
ら
う
）

　
　
　

２

－

１
万
葉
621
［
わ
び
を
る
と
き
に
］［
な
き
つ
つ
も
と
な
］

4461　

い
と
ど
い
と
ど
も
の
お
も
ひ
を
れ
ば
か
は
ち
ど
り
の
に
も
山
に
も
な
き
み
だ
れ
け
り

　
　
　
〈
未
詳
〉

4462　

�

お
も
ひ
か
ね
い
も
が
り
行
け
ば
冬
の
よ
の
か
は
風
さ
む
み
千
ど
り
鳴
く
な
り
（
つ
ら
ゆ

き
）

　
　
　

�

１

－

３
拾
遺
集
224
、
１

－

３’
拾
遺
抄
583
、
２

－

５
金
玉
35
、
２

－

６
和
漢
朗
358
、３

－��

19
貫
之
339
、５

－

264
和
十
種
18
、５

－

266
三
十
人
19
、５

－

267
三
十
六
18
、５

－
268
深
窓

秘
59
、
５

－

285
新
髄
脳
７

　
　
　
　

よ
ぶ
こ
ど
り

4463　

�

こ
た
へ
ぬ
に
よ
る
な
と
よ
め
そ
よ
ぶ
こ
鳥
さ
ほ
の
か
は
ら
を
の
ぼ
り
く
だ
り
に
（
あ
か

人
）

　
　
　

�

２

－

１
万
葉
1832
［
な
よ
び
と
よ
め
そ
］［
さ
ほ
の
や
ま
へ
を
］、
３

－

２
赤
人
132
［
よ

び
な
を
か
し
そ
］［
さ
ほ
の
山
べ
を
］

4464　

�

と
こ
と
は
に
き
け
ば
く
る
し
き
よ
ぶ
こ
鳥
こ
ゑ
な
つ
か
し
き
と
き
に
は
成
り
ぬ
（
お
ほ

と
も
の
さ
か
の
上
郎
女
）

　
　
　

２

－

１
万
葉
1451
［
よ
の
つ
ね
に
］

4465　

を
ち
こ
ち
の
た
つ
き
も
し
ら
ぬ
山
中
に
お
ぼ
つ
か
な
く
も
よ
ぶ
こ
鳥
か
な

　
　
　

１

－
１
古
今
29
、
３

－

４
猿
丸
49
、
５

－

267
三
十
六
59

4466　

�

わ
が
や
ど
の
は
な
に
な
な
き
そ
よ
ぶ
こ
ど
り
な
く
か
ひ
あ
り
て
き
み
も
こ
な
く
に
（
春

み
ち
の
つ
ら
き
）

　
　
　

１

－

２
後
撰
79
［
よ
ぶ
か
ひ
有
り
て
］

4467　

�

神
な
び
の
い
は
せ
の
も
り
の
よ
ぶ
こ
ど
り
い
た
く
な
な
き
そ
わ
が
こ
ひ
ま
さ
る
（
王
子
）

　
　
　

２

－

１
万
葉
1423
［
あ
が
こ
ひ
ま
さ
る
］

4468　

た
き
の
う
へ
の
み
ふ
ね
の
や
ま
の
あ
し
べ
よ
り
き
な
き
わ
た
る
は
た
れ
よ
ぶ
こ
鳥

　
　
　

２
－

１
万
葉
1717
［
み
ふ
ね
の
や
ま
ゆ
］［
あ
き
づ
へ
に
］

4469　

い
つ
し
か
も
こ
え
ん
と
お
も
ふ
あ
し
ひ
き
の
山
に
鳴
く
な
る
よ
ぶ
こ
鳥
か
も

　
　
　

３

－

19
貫
之
202
［
こ
え
て
ん
と
お
も
ふ
］［
よ
ぶ
こ
鳥
か
な
］

4470　

朝
が
す
み
や
へ
の
山
こ
え
し
よ
ぶ
こ
鳥
鳴
く
や
な
が
く
る
や
ど
は
あ
ら
な
く
に

　
　
　

�

２

－

１
万
葉
1945
［
あ
さ
ぎ
り
の
］［
や
へ
や
ま
こ
え
て
］［
な
き
や
な
が
く
る
］［
や
ど

も
あ
ら
な
く
に
］、
３

－

２
赤
人
223
［
あ
し
ひ
き
の
］［
や
へ
や
ま
こ
え
て
］［
な
く
や

な
が
く
る
］［
や
ど
な
ら
な
く
に
］

　
　
　
　

し
ぎ

4471　

暁
の
し
ぎ
の
は
ね
が
き
も
も
は
が
き
き
み
が
こ
ぬ
よ
は
わ
れ
ぞ
か
ず
か
く

　
　
　

１

－

１
古
今
761

4472　

あ
さ
は
ら
に
さ
よ
う
ち
ふ
け
て
た
つ
し
ぎ
の
は
こ
そ
し
る
ら
め
ひ
と
り
ぬ
る
よ
は

　
　
　
〈
未
詳
〉

4473　

暁
に
は
ね
か
く
し
ぎ
の
う
ち
し
き
り
い
く
よ
か
い
も
が
君
に
こ
ひ
わ
た
る
ら
ん

　
　
　
〈
未
詳
〉

4474　

あ
か
つ
き
の
し
ぎ
の
は
ね
が
き
も
も
は
が
き
か
き
あ
つ
め
て
ぞ
わ
び
し
か
り
け
る

　
　
　
〈
未
詳
〉

4475　

は
る
ま
け
て
物
が
な
し
き
に
さ
よ
ふ
け
て
と
か
は
な
く
し
ぎ
た
が
た
め
か
な
く

　
　
　

２

－

１
万
葉
4165
［
は
ぶ
き
な
く
し
ぎ
］［
た
が
た
に
か
す
む
］

　
　
　
　

か
ら
す

4476　

暁
と
よ
が
ら
す
な
け
ど
こ
の
山
の
こ
ず
ゑ
の
う
へ
は
い
ま
だ
し
づ
け
し

（
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二
七

　
　
　

２

－

１
万
葉
1266
［
こ
の
を
か
の
］［
こ
ぬ
れ
の
う
へ
は
］

4477　

夏
の
よ
の
こ
も
ち
が
ら
す
の
さ
が
ぞ
か
し
よ
ぶ
か
く
鳴
き
て
君
を
や
り
つ
る

　
　
　
〈
未
詳
〉

4478　

あ
さ
が
ら
す
い
た
く
な
な
き
そ
わ
ぎ
も
こ
が
あ
さ
け
の
す
が
た
み
れ
ば
か
な
し
も

　
　
　

２

－

１
万
葉
3109
［
は
や
く
な
な
き
そ
］［
わ
が
せ
こ
が
］

4479　

か
ら
す
と
ふ
お
ほ
お
ほ
そ
ど
り
の
ま
さ
で
に
も
き
ま
さ
ぬ
君
を
こ
ろ
く
と
ぞ
な
く

　
　
　

２

－

１
万
葉
3542
［
お
ほ
を
そ
ど
り
の
］

（
86
）


